
と
く
し
ま
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
条
例
第
二
十
四
号

と
く
し
ま
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
条
例

全
国
よ
り
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
本
県
で
は
、
従
来
か
ら
の
「
支
え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
高
齢
者
像

の
転
換
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
高
齢
者
を
地
域
社
会
を
支
え
る
「
新
た
な
担
い
手
」
と
し
て
と
ら

え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
活
用
し
た
「
徳
島
県
版
『
介
護
助
手
』
制
度
」
の
創
設
を
は
じ
め
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
が
活
躍
し
、
社
会
の
活
力
を
維
持
、
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
高
齢
者
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
が
、
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

は
じ
め
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
高
齢
者
が
社
会
的
に
孤
立
し
た
り
、
生
活
不
活
発
に
つ
な

が
り
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、
元
気
に
自
立
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
寿
命
」

の
延
伸
を
図
る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
豊
富
な
知
識
や

経
験
、
技
能
を
生
か
し
、
い
つ
ま
で
も
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
「
オ
ー
ル
徳
島
」
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
県
民
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
活
躍

で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
、
市

町
村
と
の
連
携
並
び
に
県
民
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
県
民
誰
も

が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
元
気
に
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一

健
康
長
寿
社
会

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会

二

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

仕
事
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

元
気
な
高
齢
者

三

フ
レ
イ
ル

加
齢
に
伴
い
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、
入
院
や
要
介
護
の
危
険
性
が
高
ま
る
状
態

（
基
本
理
念
）

第
三
条

健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

県
民
一
人
一
人
が
、「
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
」
の
三
要
素
を
柱
と
す
る
フ
レ
イ
ル
予
防
を
実

践
し
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

二

県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者
は
、
全
て
の
県
民
の
健
康
長
寿
と
生
涯
活
躍
の
実
現
に
向

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
相
互
に
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
や
社
会
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
県
の
責
務
）



第
四
条

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
健
康
長

寿
社
会
の
実
現
に
向
け
て
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
市
町
村
と
の
連
携
）

第
五
条

県
は
、
市
町
村
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
市
町
村
が
実
施
す
る
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
、
市
町
村
と
連
携
し
て
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
役
割
）

第
六
条

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
し
て
地

域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
性
を
認
識
し
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
健
康
長
寿

社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
団
体
及
び
事
業
者
の
役
割
）

第
七
条

関
係
団
体
及
び
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
、
県
民
が
生

涯
に
わ
た
り
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
支
援
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
活
躍
す
る
機
会
の
提
供
そ
の
他
健

康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
効
果
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

関
係
団
体
及
び
事
業
者
は
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に

積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
広
報
及
び
啓
発
）

第
八
条

県
は
、
市
町
村
、
関
係
団
体
、
事
業
者
等
と
連
携
し
て
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
県

民
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
広
報
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
九
条

県
は
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


